【光学機器製造業】
職種：光学部品加工　　職務：精研削・砂かけ

【概要】

　ダイヤモンドペレットや砂を用いてレンズ等の表面の微少量削りを行う仕事。

【仕事の内容】

　精研削・砂かけ工程では、メタル砥石やダイヤモンドペレットまたは砂を用いてレンズ等の表面を削っていく。精研削・砂かけ作業が終わると、レンズはほぼ最終形状に近づく。

　研削機を用いる場合と手作業による場合があるが、手作業で行う場合には削り方や力の加え方など微妙なコツを習得するまでに熟練を要する。加工終了後は、形状のチェックを行ったのち、研磨工程に送られて仕上げ作業が行われる。
【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。高校や専門学校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では未経験の比較的若い男女が他職種から転職してくる場合も増えてきている。

（2） 技能検定（光学機器製造）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 近年、一人で様々な作業をこなせる多能工型技能者のニーズがますます高まっている。精研削・砂かけ作業の技能を高めることがまず何より重要であるが、それだけでなく、荒摺、精研削・砂かけ、研磨など光学部品加工の一連の作業について幅広い知識と技能を習得することが望まれる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：光学機器製造）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　特級　

　　　　　　　　　１級　光学ガラス研磨作業　　　２級（１級に同じ）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５３２　ガラス製品製造工
